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8
月
19
日
、
お
し
ど
り
学

園
を
開
き
ま
し
た
。
今
回
の
一

般
教
養
講
座
は
、「
鳥
取
県
の

美
術
の
魅
力
」
と
題
し
、
鳥
取

県
立
博
物
館
の
赤
井
あ
ず
み
さ

ん（
美
術
振
興
課
主
任
学
芸
員
）

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
赤
井
さ
ん
は
、
鳥
取
県
立

博
物
館
の
収
蔵
作
品
を
ス
ラ

イ
ド
画
像
で
紹
介
し
な
が
ら
、

作
品
の
特
徴
や
魅
力
に
つ
い

て
説
明
。
土ひ

じ
か
た
と
う
れ
い

方
稲
嶺
「
東
方

朔
図
」、
沖お

き 

一い
ち
が峨
「
芙
蓉
に

群ぐ
ん
お
う鴨
図
」、
片か

た
や
ま山
楊よ

う
こ
く谷
「
花
王

獣
王
図
」、
島し

ま
だ
げ
ん
た
ん

田
元
旦
「
秋
景

山
水
図
」
と
い
っ
た

鳥
取
藩
の
絵
師
か

ら
、
前
田
寛
治
や

辻
晉
堂
な
ど
、
映

し
出
さ
れ
る
名
作

の
数
々
に
、
学
園

生
ら
は
作
品
の
魅

力
を
再
認
識
し
て

い
ま
し
た
。

　
次
に
、
同
博
物

館
の
梶
川
和
則
さ
ん

（
総
務
課
美
術
館
整

備
推
進
担
当
係
長
）

が
、
新
し
い
美
術
館

の
構
想
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　「
自
然
科
学
部
門
、
歴
史
民

俗
部
門
、
美
術
部
門
に
分
か
れ

作
品
を
収
蔵
し
て
い
る
現
在
の

県
立
博
物
館
が
、
老
朽
化
と
収

蔵
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
美
術
部
門
を
独
立
さ

せ
た
新
し
い
美
術
館
の
建
設
を

検
討
し
て
い
る
」
と
梶
川
さ
ん
。

鳥
取
県
美
術
館
整
備
基
本
構

想
検
討
委
員
会
に
よ
る
現
在
の

検
討
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
美
術
館
整
備
の

基
本
認
識
と
し
て
、
①
鳥
取
県

の
美
術
の
継
承
と
発
信
、
②
内

外
に
お
け
る
美
術
の
接
触
と
交

流
、
③
県
民
の
創
造
性
と
鳥
取

県
の
魅
力
の
向
上
を
挙
げ
、
人

口
減
少
時
代
に
お
け
る
鳥
取
県

創
生
の
拠
点
と
す
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
費
面
で
は

工
事
費
80
億
円
、
運
営
費
と
し

て
年
間
3
億
3
千
万
円
と
試
算
、

建
設
候
補
地
は
県
内
4
カ
所（
東

部
地
区
2
カ
所
、
中
部
地
区
2

カ
所
）
か
ら
最
適
の
場
所
を
選

定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
園
生
ら
は
、
美
術
館
建
設

に
向
け
て
の
現
状
と
そ
の
必
要

性
な
ど
を
理
解
。
そ
の
後
の
意

見
交
換
で
は
、「
美
術
館
の
場

所
が
一
番
の
問
題
。
日
野
町
か

ら
東
部
ま
で
は
往
復
だ
け
で
一

日
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
県

内
ど
こ
か
ら
で
も
気
楽
に
行
け

る
中
部
に
美
術
館
を
作
っ
て
ほ

し
い
」「
県
民
が
平
等
に
行
け

る
場
所
は
中
部
で
あ
る
」と
い
っ

た
場
所
に
関
す
る
意
見
が
出
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
町
村
く
ま

な
く
開
催
す
る
巡
回
展
や
〝
出

か
け
る
〟
博
物
館
・
美
術
館
活

動
の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
」

な
ど
、
活
発
な
発
言
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

子どもたちの安全のために

　夏休み期間中の週一回と、ねう祭りや黒坂納涼まつり
の際に、青少年育成会が夜間街頭指導パトロールを実施
しました。構成団体 19 団体から延べ 64 人が計 6 回に
わたって見回りました。
　小中学生は夏休みのくらし・生活心得として、帰宅時
間が午後 6 時までと決められています。「青少年を見守
り育てたい」と、会員らは、時間を過ぎても外出してい
る小中学生に帰宅するよう指導を行ったり、見かけた高
校生にはあいさつの声掛けをしたりして、巡回を行いま
した。

▶日野町青少年育成会がパトロール

▲パトロールを開始する会員ら
（山村開発センター前を出発）
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▼
第
4
回
お
し
ど
り
学
園

美
術
品
の
魅
力
と
美
術
館
に
つ
い
て
学
ぶ

▲博物館の収蔵作品の解説を興味深く聞く学園生
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開催日：１0 月 28 日（金）～ 30 日（日）

公民館まつり第１７回

『来て、見て、ふれて』みんな笑顔で生涯学習

　毎年恒例の公民館まつりを 10 月 28 日から 30 日ま

での 3 日間、町公民館で開催します。

　公民館まつりについての詳しい内容は、10 月の広報

紙に掲載します。

（写真：昨年の様子）

　鵜の池周辺でキノコを採って、講師に名前を教え

ていただきます。前もって採っておいたキノコで名

前の分からないものがあれば、持参してください。

　昼食は、採れたキノコできのこ汁やカレーライス

を作ってたのしみましょう。

日　時　１０月８日（土）午前 9 時～午後 2 時
集合場所　鵜の池公園駐車場
昼食および鑑定会場　鵜の池公園管理棟
講　師　（財）日本きのこセンター 鳥取菌蕈研究所
　　　　牛

うしじましゅうじ

島秀爾さん（農学博士）
参加費　３００円（昼食の食材費）
申込期限　１０月５日（水）　定員　20 人程度

キノコの鑑定会を開催します。
～秋の自然観察～

町
公
民
館
耐
震
工
事
の
お
知
ら
せ

　

町
公
民
館
は
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
日
程
で
耐
震
工
事

を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
期
間
中
、
公
民
館
の
使
用
を
一
部
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
工  

事  

名　

日
野
町
公
民
館
耐
震
補
強
工
事

▼
工
事
内
容　

１
階
図
書
室
・
会
議
室
（
和
室
）
か
ら
２
階
講
堂
へ

　
　
　
　
　
　

耐
震
壁
の
設
置

▼
公
民
館
の
使
用
に
制
限
が
か
か
る
期
間　

10
月
20
日
（
木
）
ま
で

▼
施
工
業
者　

設
計
・
監
理　

(

株)

桑
本
建
築
設
計
事
務
所

　
　
　
　
　
　

工
事　
　
　
　

(

有)

松
本
組

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
か
ら
病
院
長
が
交
代
と
な
り
ま
す

【
内
科
】

（
診
察
医
の
交
代
）

　
岡
田
　
健
作  

医
師
　
→
　
泉い
ず
み　
大ひ
ろ
き樹  

医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
診
察
日
：
月
・
金
曜
日
の
午
前
中
）

（
診
察
医
の
診
察
日
の
変
更
）

　
孝
田
　
雅
彦  

医
師
　
月
・
木
曜
日
　
→
　
月
・
火
・
木
曜
日
（
午
前
中
の
み
）

【
整
形
外
科
】

（
診
察
医
の
交
代
）

　
藤
田
　
章
啓
　
医
師
　
→
　
山や
ま
し
た下

　
尚た
か
ひ
ろ寛 

医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
診
察
日
：
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
中
）

　
櫃
田
豊
病
院
長
が
退
任
さ
れ
、
10
月
1
日
か
ら

孝こ
う
だ田
雅ま

さ
ひ
こ彦
副
病
院
長
が
病
院
長
に
就
任
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
10
月
か
ら
の
主
な
診
察
内
容
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
9
月
20
日
発
行
の
「
せ
せ
ら
ぎ
57
号
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。


